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新型コロナウイルスの感染と共に世界経済が変化してきました。

原油先物価格は初の「マイナス！」（お⾦を払って引取ってもらう）という状況。

⾃動⾞業界でも世界の⽣産能⼒が過剰となってきました。現在の世界⽣産能⼒は約

1億4千万台。それに対して需要は2019年は9000万台にとどまり、2020年は8000万台

と予想されています。すなわち約6000万台過剰！トヨタのなんと6社分の生産過剰

ということで、この分の需要が蒸発するのです。トヨタはマツダと共同でアラバマ州

に新工場建設中ですが、稼働を延期しました。同様にスズキのインド第3工場や、

日産の武漢EV新工場も稼働延期です。この設備過剰にCASEの次世代開発投資も重なり、

⼤きな業界再編成が起こる可能性が⾼い⾔えます。それはそのまま我々の事業の⽴ち

位置が変わるということで、これは極めて巨⼤なピンチ、危機ですが発想や⾏動形式を

変えれば大きなチャンスになります。この巨大な危機を大きなチャンスの変える発想と

⾏動とは⼀体なんだろうか？

数字の変化をよく⾒ると、各国の対応の差が表れています。


